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日    時 

 

場    所 

 

委員定数 

 

出席委員 

 

 

欠席委員 

 

会議に出席した 

公務員の職氏名 

 

 

 

 

傍聴人 

 

日 程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の概要 

 

宮﨑補佐（教総） 

 

 

 

 

教育長 

 

平成29年四国中央市教育委員会第11回定例会会議録 

 

平成29年11月27日（月） 午後１時30分～ 

 

四国中央市本庁５階第１委員会室 

 

５名 

 

教育長 伊藤 茂 、委員 篠原 祥子 、委員 鈴木 千明 、 

委員 東 誠 、委員 篠原 理  

 

なし 

 

管理部長 石川 寿一 、 指導部長 眞鍋 葵 、 

教育総務課長 田辺  敏文 、学校教育課長 品川  弘樹 、 

生涯学習課長 篠原 正二 、文化振興課長 合田 路彦 、 

教育総務課長補佐 宮﨑 卓哉 、教育総務課長補佐 西岡  孝文 、 

教育総務課 大西 祐実 、教育総務課 戸田 浩史 

 

なし 

 

 日程第１  開会宣言 

日程第２ 教育長挨拶 

日程第３ 平成29年第10回定例会会議録の承認 

日程第４ 平成29年第11回定例会会議録署名人の指名 

日程第５ 諸般の報告 

  教育長より諸般の報告 

  各課長より事務報告 

日程第６ 議事 

議案第29号  四国中央市立小中学校教育情報化推進委員会要綱について 

議案第30号  四国中央市交流センター条例施行規則について 

議案第31号  四国中央市二名ふれあい館条例施行規則について 

日程第７ その他 

12月市議会定例会上程議案について 

「四国中央市交流センター条例について」（関係条例一括改正） 

「四国中央市二名ふれあい館条例について」 

研修：「教育施設整備について」 

日程第８ 閉会宣言  

 

開会 

午後１時30分 定刻になったので、平成29年第11回定例会を開会する。 

なお、教育委員全員の出席を得られているので、本定例会の成立を確認す

る。開会にあたり、教育長よりご挨拶をお願いする。 

 

教育長挨拶 

教育委員各位におかれては、この度の視察研修大変お世話になった。今回

は、島根県の雲南市と出雲市を視察研修させていただいた。出雲市では、当
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宮﨑補佐（教総） 

 

 

教育長 

 

 

宮﨑補佐（教総） 

 

教育長 

 

全委員 

 

日の急なお願いにも関わらず予定していない庁舎や教育施設の見学など心の

籠ったおもてなしをしていただいた。１泊２日の日程ではあったが、当市が

これから取り組むべき課題について、いろいろな方向から研修ができた。大

変内容のある視察研修ができたのではないかと思う。教育委員各位におかれ

ては、ご感想やご意見などあれば、この後の協議の中でお願いする。 

11月１日、２日の両日、高知県で第66回全国へき地教育研究大会高知大会

が開催され、愛媛県へき地教育振興会の役員として参加させていただいた。

２日目の分科会は高知市立義務教育学校土佐山学舎での公開授業と研究発

表、研究協議に参加させていただいた。この高知市立義務教育学校土佐山学

舎は、高知市内から車で30分程度の山間部、平成17年に併合された旧の土佐

郡土佐山村に施設一体型の小中一貫校として平成27年度に開設され、昨年の

改正学校教育法の下、義務教育学校に移行された創設３年目の学校である。

高知市の中山間地の活性化の基幹プロジェクトとして取り組まれており地域

のコミュニティの中心として「社学一体」の教育理念のもと学校と一緒に地

域づくりを進めていく活動を展開されているとのことであった。ICT機器

（電子黒板）は全教室に備え付け、外国語教育では、ALT以外に英会話学校

の講師を学校に常駐させ、９年間を見通した英語教育に力をいれており８年

生、９年生（中学２、３年生）で英検準２級合格者が相次いでいるとのこと

であった。児童生徒141名の内、校区外から87名が通学しているということ

で、丁度、高知市内から通われている３年生の母親とお話しをすることがで

きたが、子どもも親も通学など負担は大きいが、学校には満足されているよ

うであった。ただ、放課後帰宅してからの友達との遊びや繋がり、PTAの活

動における地元の保護者との関係などいろいろ悩みはあるようであった。こ

れからどのようにして地域活性化に結びつけていくのか、これから先、校区

外の子どもたちが卒業生としてどのように地域づくりに関わっていくのか

が、これからの課題となるように思った。これは、本市新宮小中学校におい

ても同様に、地元の皆様と考えていかなければならない課題であると思う。 

今月は、市文化協会の文化祭や公民館まつりなど市内各地で開催されてい

るが、秋の県展の移動展が今月18日から昨日まで市福祉会館で開催されてい

た。移動展の開展式の時に、移動展の井川莞爾委員長（光風会会員：洋画）

とのお話で、四国中央市では洋画やその他の部門でも出品される人が減って

きているとのことで、美術の世界でも後継者、若い人が少なくなっていると

言われていた。これからあらゆるところで人口減少、少子高齢化の歪みがで

てくると、改めて考えさせられた。 

 

これよりの議事進行については、教育長にお願いする。 

 

会議録承認 

会議録の承認について諮る。平成29年第10回定例会会議録案について、事

務局より説明を求める。 

 

平成29年第10回定例会会議録案の概要を説明する。 

 

平成29年第10回定例会会議録案の承認について諮る。 

 

承認する旨答える。 
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教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認の旨確認し、平成29年第10回定例会会議録の原案を承認する旨宣す

る。既に指名の委員には、それぞれ後ほど会議録に署名を願う。 

 

会議録署名委員の指名 

平成29年第11回定例会会議録署名人に、東誠委員、篠原理委員を指名す

る。 

 

報告事項 

諸般の報告については特別に私から申し上げることはなく、各課から報告

の後ご審議いただきたい。 

各課から事務報告を求める。 

 

教育総務課所管の教育総務・学校管理・学校施設に関し、資料に基づき事

務報告する。 

 11/1、2 第66回全国へき地教育研究大会高知大会が開催された。 

 11/6 外部評価委員会が開催され、平成28年度の教育委員会の事業に対す

る点検評価書作成のための会議が行われた。12月頭に製本完了予定となるの

で、教育委員各位にもお渡しさせていただく。 

 11/8 第２回本部広報委員会が開催された。 

 11/9 平成29年度 四国地区市町村教育委員会協議会が開催され、教育委

員各位にもご出席いただいた。 

 11/15、16 教育長・教育委員に雲南市、出雲市へ視察研修に参加いただ

いた。 

 11/27 本日、第11回教育委員会定例会である。 

 学校給食に関しては、11月中に各小学校において交流給食会が開催され

た。多数の方の参加があったと聞いている。 

  

学校教育に関し、資料に基づき事務報告する。 

11/1 市学校人権・同和教育研究大会が各会場にて開催された。教育委員

各位におかれては、ご参観お礼申し上げる。 

11/13 道徳教育推進主任会、11/14外国語活動新教材説明会が行われ、来

年度から始まる、道徳の教科化に向け、そして小学３、４年生で始まる外国

語活動に向けての準備を進めている。 

11/13 今年初めて、県費教職員ストレスチェックを行った。全職員対象

で実施している。 

11/17 県下の小中学校長会研究大会四国中央市大会が開催された。 

11/30、12/7 市教育支援委員会が開催される。 

12/1 小学校親善音楽会が開催される。ご案内させていただいているが、

教育委員各位の出席をお願いする。 

12/2～ 小規模特認校申請者親子面談が行われる。 

12/11 がん教育モデル校公開授業が土居中学校で開催される。 

12/12 四国中央市学力診断調査が行われる。 

12/16 第８回えひめこども新聞グランプリの表彰式が開催される。 

冬季休暇を活用し、ICTの研修会や外国語活動模擬授業等の研修を行うこ

とになっている。 

続いて、少年育成センターに関し、資料に基づき事務報告する。 

11/6 第３回児童生徒をまもり育てる日であった。 
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生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

筱原祥子委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

篠原祥子委員 

 

学校教育課長 

 

教育長 

11/22 四国中央市の子どもを育てる市民会議「健全育成講演会」が開催

された。 

12月は、各地域で子どもたちをまもり育てる協議会が開催予定である。 

 

生涯学習課所管の社会教育・社会体育・人権教育に関し、資料に基づき事

務報告する。 

社会教育関係では、11月から12月にかけて文化祭や公民館祭が開かれてい

る。 

PTA関連では、11/19に第63回愛媛県 PTA大会が開催され、64名が参加し

ている。また、12/9には四国中央市PTA研究大会が開催される。 

人権教育関係では、11/7に松山市で愛媛県人権・同和教育研究大会が開催

され、当市より94名が参加した。12/2、3は島根県で全国人権・同和教育研

究大会が開催予定だが、当市より25名が参加予定である。また、11月中に新

宮地区で人権・同和教育学習会を開催し、36名が参加している。 

社会体育関係では、10/29に第12回四国中央市民スポーツ祭が開催され、

29の競技でのべ4465名が参加している。また、11/3には第12回スポーツアド

ベンチャーin四国中央市が開催され、公園内に設置された13種目のスポー

ツ体験と、８種目の体力測定の全種目制覇を目指し、約500名の親子が参加

した。今後の予定としては、12/3に第14回四国中央市駅伝競走大会が、川之

江浜公園周辺にて開催予定であり、12/17に第13回四国中央市綱引大会が、

土居総合体育館にて開催予定である。 

 

文化振興課所管の文化振興・図書館に関し、資料に基づき事務報告する。 

11月上旬に文化協会のそれぞれの支部で文化祭が開催され、のべ2522名の

来場があった。ただ、川之江支部の展示部門については、３月上旬頃の開催

予定となっている。 

11/11、12 市民ミュージカル「おさく」を土居文化会館で３講演開催

し、1077名の来場があった。 

各図書館において、上映会やおはなし会等、ボランティアグループの協力

をいただき様々な行事を実施している。 

 

只今の各報告について、意見質問等がないか問う。 

 

学校教育課所管の11月13日に行われたストレスチェックであるが、どのよ

うな方法でストレスチェックを行うのか、また結果は公表するのかしないの

か、公表する場合はどこまで公表するのか、そして結果が分かった後の対処

方法やケアについて教えていただきたい。 

 

アンケート形式であり、その結果を医者が診断する。あくまで個人のもの

であるため、公開はしない。もし、重大な結果となりケアが必要な場合は産

業医または医者で処置を行う。 

 

校長先生に状況の通知はなく、本人のみが結果がわかるということか。 

 

お見込みのとおりである。 

 

他に意見質問等がないか問う。特にない旨確認し、議事に移る。 
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教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

全委員 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

全委員 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教育長 

 

鈴木委員 

 

議事 

 本日の議案は３件である。議案第29号「四国中央市立小中学校教育情報化

推進委員会要綱について」を上程し、議案の説明を求める。 

 

 議案第29号について、資料に基づき議案を説明する。 

提案理由としては、四国中央市立小中学校における教育の情報化を推進す

るため必要な事項を定めるものである。 

 

只今の議案第29号の説明に、意見質問等ないか問う。 

現在、各学校にICTの担当の先生はおられるのか。 

 

各小学校の現場では、情報教育主任が担当しており、中学校は技術教諭が

中心となり環境を整備している。しかしながら、市の根幹部分が整わなけれ

ば各学校での環境整備に限界がある。まずは、その根幹部分を整え進める形

としたい。 

 

他に意見質問等がないか問う。 

意見質問等ない旨確認し、第29号について異議ないか問う。 

 

異議ない旨伝える。 

 

異議ない旨確認し、議案第29号「四国中央市立小中学校教育情報化推進委

員会要綱について」の原案を可決する旨宣する。 

 

議案第30号及び31号については、日程第７（その他）の「12月市議会定例

会上程議案」でもあるため、先にその報告・説明をさせていただき審議に移

りたいと思う。異議ないか問う。 

 

異議ない旨伝える。 

 

異議ない旨確認し、日程第７の「12月市議会定例会上程議案について」説

明を求める。 

 

「四国中央市交流センター条例について」（関係条例一括改正）、「四国中

央市二名ふれあい館条例について」資料に基づき説明する。 

 

それでは日程第６（議事）に戻り、議案審議を行う。議案第30号「四国中

央市交流センター条例施行について」を上程し、議案の説明を求める。 

 

議案第30号について、資料に基づき議案を説明する。 

提案理由としては、四国中央市交流センター条例の施行に関し必要な事項

を定めるものである。 

 

只今の議案第30号の説明に、意見質問等ないか問う。 

 

この交流センターは、公民館と同じような形態なのか。 
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生涯学習課長 

 

 

鈴木委員 

 

生涯学習課長 

 

 

管理部長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

篠原祥子委員 

 

生涯学習課長 

 

東委員 

 

 

生涯学習課長 

 

東委員 

 

生涯学習課長 

 

 

東委員 

 

生涯学習課長 

 

篠原祥子委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

生涯学習課長 

 

 

鈴木委員 

 

公民館としての機能も引き継いでいるが、児童館の仕事も、老人憩いの場

としての機能もあり、集約した施設となる。 

 

公民館長のような方はいるのか。 

 

人事に関しては決定されていないが、センター長というような形で考えて

いる。 

 

一般公民館は、社会教育法に準じており、自動販売機が置けないなどいろ

いろな規制がある。今回の施設の場合は、公民館ではないため、社会教育法

に準ずる必要がないため、いろいろな用途で使用することができる。 

 

営利目的での利用や、政治的・宗教的な活動など、一般公民館ではできな

い活動にも利用できる。 

 

マッサージ室とあるが、これは何か。 

 

老人憩いの家からのもので、マッサージ機が設置される。 

 

具体的な話になるが、高原ふるさと館で行っていた講座等の機能を交流セ

ンターに移行させるのか。 

 

お見込みのとおりである。木工や陶芸などを引き続き行う。 

 

同じ講座を開設するということか。定員や規模も同じなのか。 

 

お見込みのとおりである。定員、規模も同じものを引き継ぐよう予定して

いる。 

 

使用料等についてはどのようになるのか。 

 

公民館の料金と照らし合わせて決定していく予定である。 

 

この交流センターは、地域の方以外が使用する時も同金額なのか。 

 

お見込みのとおりである。基本的に地元の方の利用は無料である。料金が

発生するのは、営利目的の使用や企業が教育や研修のために使用する場合な

どである。 

 

様々な目的で使用できるとのことであるが、独自の事業とかもできるとい

うことか。 

 

現在、公民館で行っているサークル等も交流センターに引き継ぐ予定であ

る。 

 

どのような事業を進めていくかを決定する委員会のようなものはあるの
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生涯学習課長 

 

 

東委員 

 

 

生涯学習課長 

 

管理部長 

 

 

 

 

教育長 

 

文化振興課長 

 

 

東委員 

 

 

文化振興課長 

 

 

篠原理委員 

 

 

管理部長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

全委員 

 

教育長 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

か。 

 

公民館には運営審議会というものがあるが、センターに変更になることに

伴い名称が変わることになると思う。 

 

交流センターは、公民館を含めそれぞれが集約した形のもので、これまで

と大きな変わりはないと考えてよいのか。 

 

概ねお見込みのとおりである。 

 

大きく変わるのは、川之江児童館である。児童福祉法に基づいた川之江児

童館としての機能自体は、川之江小学校の児童クラブに移行されている。故

に交流センターは、法律に基づいた児童センターという形ではなく、市内全

域の子どもたちが遊んでいただけるような位置付けとなる。 

 

かわのえ高原ふるさと館の今後の方向性について伺いたい。 

 

かわのえ高原ふるさと館は、現在、改築中であるが、博物館施設として新

たに運営されることになる。 

 

かわのえ高原ふるさと館で行われていた常設展や作品展等についてはどう

なるのか。 

 

交流センターに展示スペースが設けられているので、そこでの展示とな

る。 

 

川之江ふれあい交流センター、二名ふれあい館と名称が紛らわしくない

か。 

 

公民館設置条例の中に川之江公民館、川之江公民館二名分館と２館で位置

付けられている。交流センターができることによりこの両方が削除となる。

故に二名分館の位置付け自体がなくなってしまうので、新たにそのような名

称変更が必要となったのでご理解いただきたい。 

 

その他に意見質問等ないか問う。 

意見質問等ない旨確認し、議案第30号について異議ないか問う。 

 

異議ない旨伝える。 

 

異議ない旨確認し、議案第30号｢四国中央市交流センター条例施行規則に

ついて｣の原案を可決する旨宣する。 

続いて、議案第31号「四国中央市二名ふれあい館条例施行規則について」

を上程し、議案の説明を求める。 

 

議案第31号について、資料に基づき議案を説明する。 

提案理由としては、四国中央市二名ふれあい館条例の施行に関し必要な事

項を定めるものである。 
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教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

篠原祥子委員 

 

 

生涯学習課長 

 

篠原祥子委員 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

全委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

篠原祥子委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

只今の議案第31号の説明に、意見質問等ないか問う。 

二名ふれあい館となってもこれまでの運営形態は変わらないのか。 

 

お見込みのとおりである。 

 

二名ふれあい館は、条例施行規則にあるとおり協議会会長、副会長を置く

ような施設ではないということか。 

 

お見込みのとおりである。管理人が配置されている。 

 

管理人は、どこに所属するのか。 

 

委託契約となる。 

 

その他に意見質問等ないか問う。 

意見質問等ない旨確認し、議案第31号について異議ないか問う。 

 

異議ない旨伝える。 

 

異議ない旨確認し、議案第31号｢四国中央市二名ふれあい館条例施行規則

について｣の原案を可決する旨宣する。 

以上で提出された議案の審議等は全て終了したので、その他の案件に移

る。 

 

その他 

その他の案件で報告事項等ないか問う。 

 

次回定例会の招集を願う発言。 

 

次回、教育委員会第12回定例会を平成29年12月19日（火曜日）、本庁５階

第１委員会室に召集する。開催時間については、後ほど調整する。 

その他に報告等ないか問う。 

 

先回、お話しさせていただいた秋季運動会と町民運動会の合同実施に関し

て校長会ではお話しいただいたと思うが、関係する公民館長や主事各位にも

教育委員会として提案いただきたい。 

 

町民運動会については、各公民館での取り組み方法等や地元の捉え方もそ

れぞれ異なる。市で統一するという話ではなく、こちらから状況を含めお話

しさせていただき、それぞれに合った方法を考えていただければと思う。 

他に意見ない旨確認し、ここで10分間の休憩を取りたい旨伝える。 

休憩を宣し、再開は午後２時25分とする。 

 

～ 休 憩 ～  

 

午後２時25分 再開を宣する。 
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教育総務課長 

西岡補佐（教総） 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、研修会を始めさせていただく。 

 

～ 研修会 ～  

「教育施設整備について」を実施する。 

 

以上で提出された案件について全て終了したが、その他報告事項等ないか

問う。その他に報告意見等ない旨確認する。 

 

閉会 

 午後３時00分、閉会を宣する。 

 

 

 

 

 

 

 以上、会議の顛末を記録し、その真正であることを認め、署名する。 

 

 

 

 教育委員会会議録署名人 

 

 

  四国中央市教育委員会 委員 

 

 

   

  四国中央市教育委員会 委員 

 

 

 

              会議録作成者 教育総務課 宮﨑 卓哉 

 


